
 

 

第 １０回 兵 庫 県 地 方 協 議 会 の議 事 概 要  

 

◯第 ９回 協 議 会 の概 要 について 

（特 にご意 見 はありません でした） 

 

◯アドバンス事 業 における取 り組 みについて 

▼関 西 地 域 特 有 の 商 取 引 の 習 慣 や 労 働 時 間 の 問 題 、 取 引 の 優 位 関 係 と い う よ

うな 部 分 を 考 えて いく と、  どう しても 中 小 零 細 の 運 送 事 業 者 が 多 い。 深 掘 り をし た

上 で、最 終 的 に近 畿 と してガイ ドライ ンを作 成 することを考 えているのか。 

 

◯「ホワイト物 流 」推 進 運 動 取 り組 み状 況 について 

▼荷 主 の 皆 様 の ご 理 解 を い た だ く の が 一 番 大 事 で あ ろ う と 思 う 。 荷 主 と 物 流 事 業

者 だ け の 関 係 に 議 論 が 終 始 し が ち で あ る が 、 今 の 課 題 が 何 か を い か に 透 明 性 を

高 めるか、どこにあるかをもっと世 間 に消 費 者 を含 め知 らしめていくことが重 要 。  

▼趣 旨 や 考 え 方 は 良 いと 思 うが 、 参 加 企 業 の社 会 的 責 任 は 増 え ること にな る。 一

方 で 、 参 加 し て い る こ と に 対 す る 世 間 の 反 応 は あ ま り な い と い う こ と も 多 く 、 消 費 者

から この 運 動 に 取 り 組 ん で いる 企 業 は 良 い 企 業 で あ る と 評 価 さ れ るよ うに す る には

どうす べきかを考 える必 要 があり、その知 恵 が出 し切 れていないことが課 題  

▼こ の 運 動 、 物 流 業 界 の 話 で あ っ て 、 一 般 消 費 者 の 方 は ま ず 知 ら な い し 、 今 の 段

階 で は 参 加 企 業 に メ リ ッ ト は 感 じ ら れ な い 。 例 え ば 、 一 般 紙 で 賛 同 企 業 名 一 覧 を

掲 載 す るような効 果 的 な周 知 活 動 が必 要 。  

▼一 般 の 世 の 中 という か、 消 費 者 に 運 動 を 広 げ ていく というこ とで 消 費 者 団 体 に こ

の 協 議 会 に 参 画 い た だ くこ と も 大 事 だ が 、 委 員 に な っ ても ら えば そ れ で 周 知 が 効 い

ているという考 えは間 違 い。 

 

◯労 働 時 間 等 説 明 会 の開 催 について 

▼今 の運 送 事 業 者 は案 外 真 面 目 な 事 業 者 が多 い。そういう意 味 で、昔 の運 送 屋

のイメージはまず皆 無 。中 小 零 細 もアルコー ルチェックなどをきちん と行 って、点 呼

をして乗 務 につくという、昔 は大 手 でもまともにやっていなかった業 務 が、今 は零 細

企 業 でも同 じようにやっている。ただ、道 路 の 渋 滞 のように運 送 業 者 だけで解 決 で
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きないという事 情 もある。渋 滞 で労 働 時 間 が延 び 、その残 業 代 を 経 営 者 が払 って

いるのが現 実 。  

 

◯取 引 環 境 ・労 働 時 間 改 善 中 央 協 議 会 の情 報 提 供 について 

▼飲 料 配 送 研 究 会 の報 告 書 のなかで、写 真 により出 荷 可 能 かどうかの判 断 基

準 が示 されている。飲 料 関 係 の具 体 例 が示 されているが、実 は飲 料 関 係 にとどま

るものではないということを是 非 承 知 いただきたい。消 費 者 からのクレームが増 え

て、一 つだけダメでもパレット全 部 補 償 しろ、ち ょっと傷 がついているだけということで

も全 くダメと言 われ、販 売 価 格 が運 賃 から差 し引 かれるのが現 実 。  

▼倉 庫 側 としては、荷 受 けの際 に全 商 品 のチェックをしなければ、一 度 倉 庫 で受 け

てしまうと、今 度 は倉 庫 側 の見 落 としとなる ので、トラック運 転 手 には申 し訳 ない

が、チェックが完 了 す るまで待 っていただく必 要 がある。 

▼労 働 基 準 局 によりトラック運 転 者 の労 働 時 間 短 縮 で取 り組 み をされている。具

体 的 な方 策 があって労 働 時 間 が短 縮 でき ればいいが、具 体 的 な 方 策 の前 に、ス

ケジュー ルや上 限 規 制 などを実 施 してしまうと 結 局 はトラック運 送 が滞 ることにな

る。そのあたりのバランスを考 えていただきたい。 

▼労 働 局 などの説 明 会 で、まずトラック事 業 者 も勉 強 してもらいながら、荷 主 、 消

費 者 にも理 解 いただいて身 近 な形 でイ メー ジを変 えていく必 要 がある。周 知 セミナ

ーはどんどん やっていただいて、幅 広 く浸 透 することをお願 いしたい。 

▼人 手 不 足 に対 して、学 生 はインター ンシップといって就 業 体 験 制 度 がある。そう

いったものを利 用 して、いい職 場 、 魅 力 ある職 場 であるということを見 せられる形 に

もっていき、ホワイ ト物 流 につなげて人 集 めをすすめていければよいと思 う。 

 

◯その他  

▼運 送 事 業 者 だけで解 決 できる問 題 は、こ れまでの取 り締 まりや指 導 をいただき

ながら、ほぼ進 ん できていると思 う。運 送 事 業 者 だけではなく、国 民 も荷 主 企 業 も

巻 き込 みながら動 けるような地 方 協 議 会 とし ての役 割 が必 要 。  


